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ご要望をお寄せください

東北電力あがさいホール イベントのおしらせ

カラフルクラブpresents もちつき大会

【問い合わせ先】
立地地域課Tel　0175－27－3431

１月、２月の

新年ごあいさつ
　明けましておめでとうございます。
　地域の皆さまにおかれましては、平素より東通原子力発電所
の運営にご理解とご協力を賜り、心より御礼申しあげます。

　まずは、昨年お知らせいたしました当発電所の防護設備に
おける不適切事案につきまして、地域の皆さまに大変なご心配と
ご不安をおかけしておりますこと、深くお詫び申しあげます。
　核物質防護は、厳格な管理が求められており、このような事案を発生させてしまった
ことは、原子力事業者としての信頼を損なうものであり、極めて重く受け止めて
おります。
　当社は、社長をトップとした全社体制のもと、事案の確認と直接的な原因の分析
を進め、必要な再発防止対策を既に講じております。
　さらに、改善措置活動の計画を2月末までに原子力規制庁へ報告することとして
おり、現在、背景要因を含めた根本的な原因分析とさらなる改善策の検討を進めて
おります。検討内容については、学識経験者や弁護士など第三者の評価も取り入れ
ながら、実効性の高い改善措置計画を策定し、確実に実行していくことで、再発防止
をより一層徹底してまいります。
　併せて、当社の取り組みを丁寧かつ継続的にお伝えしていくことで、地域の皆さま
からのご理解とご信頼をいただけるよう努めてまいります。

　一方、新規制基準適合性審査への対応については、敷地造成計画を踏まえた基準
津波の再評価が完了し、現在、発生確率は極めて低いものの、発電所へ重大な影響
を及ぼすおそれのある津波（PRA津波）の対策や、施設配置計画の再検討などを
進めているところです。これらのプラント審査に向けた準備作業をしっかりと前に
進め、2027年3月頃には安全対策工事の完了時期を確実にお示しできるよう全力で
取り組んでまいります。
　今後とも、新規制基準適合性審査ならびに安全対策に全力で対応するとともに、
新規制基準への適合にとどまらず、原子力発電所のさらなる安全レベルの向上に
向けた取り組みを着実に進め、地域の皆さまからのご理解をいただきながら、できる
限り早期の再稼働を目指してまいります。

　最後になりますが、本年の皆さまのご多幸とご健勝をお祈り申しあげますとともに、
当発電所に対する変わらぬご厚誼を賜りますよう重ねてお願い申しあげ、新年の
ごあいさつといたします。

執行役員東通原子力発電所長　　小笠原　和徳

日　時：1月24日（土）13：30～15：00
　　　　参加無料、事前申し込み不要
内　容：杵と臼で餅つきを体験し、つきたて
　　　　のお餅をいろいろな味でお楽しみい
　　　　ただけます。
　　　　マカプゥとかんだちくんも登場！
　　　　さらに、白糠婦人会の皆さんによる
　　　　大黒舞も披露されます。

地域を知る活動　子ども芸能発表会
2026東通村民カレッジ

日　時：1月25日（日）10：30～11：00（開場10：00）
　　　　入場無料、事前申し込み不要
内　容：大利子ども会の皆さんに、東通村民俗芸能を披露して
　　　　いただきます。
演　目：「座敷番楽」「信夫乃太郎」「じょんから」

地域を知る活動　東通村の郷土芸能 能舞「翁」
2026東通村民カレッジ

日　時：2月8日（日）10：30～11：30（開場10：00）
　　　　入場無料、事前申し込み不要
内　容：古野牛川敬神会の皆さんに、能舞「翁」他を披露して
　　　　いただきます。
後　援：東通村郷土芸能保存連合会・東通村教育委員会

「東通村産品を使ったスイーツ教室」の参加者を募集します！
　当発電所では、東通村との共催により、東通村の食材を使ったスイーツ教室を
開催します。皆さまのご応募、お待ちしております！
　日　時：2 月 5 日（木）13：00 ～15：00 ※参加無料（定員12 名［抽選］）
　場　所：東通村保健福祉センター 調理実習室
　講　師：管理栄養士　野呂 浩子先生
　メニュー：東通村産品を使ったスイーツ等
　申し込み方法：1 月 25 日（日）までに、二次元コードまたはお電話により
　　　　　　　　お申し込みください。　Tel 　0175-46-3637（広報課） 昨年の様子

原子力防災訓練を実施しました
　12 月 23 日（火）、関係機関と連携し、原子力防災訓練を実施しま
した。
　今回の訓練では、東通 1 号機運転中に震度 6 クラスの巨大地震
が相次いで発生する状況を想定しました。併せて、電源設備やポン
プの不具合により原子炉の注水・除熱機能の一部が失われること、
さらに女川原子力発電所でも同時に災害が発生することを踏まえ、
情報共有や初動対応の手順などを確認しました。

発電所対策本部では、事態の収束に向け、
迅速な指示・情報共有を行いました

手順書を確認しながら、放射線量を
測る装置を設置

新年の抱負 ～2025 年度新入社員より～

土木建築課

伊藤　悠真
（秋田県 秋田市出身）

いとう

発電管理課

中本　怜恩
（福島県 いわき市出身）

れおんなかもと

　昨年は、土木に関することだけでなく、原子力についても覚える必要が
あり、自分の業務をやり遂げるだけで精一杯でした。今年は、身につけた知
識やスキルをさらに伸ばすとともに、業務に優先順位をつけてスケジュー
ル管理を徹底し、着実に取り組んでまいります。

　昨年は、地域の行事や日常生活を通じて下北の魅力を深く感じることが
できました。今年は、より積極的に地域のイベントに参加し、皆さまとの交
流を深めながら、下北を盛り上げる一員として貢献していきたいです。

ゆうま


